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後 援 川 崎 市

夏
場
の
安
全
対
策
を
！

こ
れ
か
の
季
節
、
熱
中
症
に
か
か
る
危
険
が
増
し
ま
す
。

万
全
な
安
全
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
10
ポ
イ
ン
ト

①
熱
は
ど
う
か

②
体
は
だ
る
く
な
い
か

③
昨
夜
の
睡
眠
は
十
分
か

④
食
欲
は
あ

る
か

⑤
下
痢
は
な
い
か

⑥
頭
痛
や
胸
痛
み
は
な
い
か

⑦
関
節
の
痛
み
は
な
い
か

⑧
過
労
は
な
い
か

⑨
前
回
の
疲
れ
は
残
っ
て
い
な
い
か

⑩
今
日
の
月
例
に
参
加
す

る
の
に
意
欲
は
充
分
に
あ
る
か
？
自
己
チ
ェ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。

第４３５回 月 例

最 終 日 曜 日

第４３４回月例参加者動向

年間累計出場者（～４月 ４８３１ )

実数956（昨年同月は2786名３月震災でお休み）

2012.4.29 晴Ｃ0m/s 23℃ 66％WBGT21°

種 目 男子 女子 合計

１０ｋ 381 55 436

５ｋ 374 64 438

３

ｋ

幼少 26 18 44

中学 7 4 11

大人 335 51 386

計 368 73 441

子ども１ｋ 73 55 128

延べ出場者 1196 247 1443

初参加者 96 26 122

棄 権 49 14 63

延べ参加者 1245 261 1506

◆来月の月例は、６月２４日です。
４月～１０月までは夏時間。

子供１ｋ ８：15 ３Ｋ ８：30
５ｋ ９：00 10ｋ ９：30
スタートです。（状況により３Ｋを２回に

分けて出走スタートすることがあります）

http://ygqee.jp/kawasaki/

Ｇ
Ｗ
の
前
半
の
４
月
30
日
第
24
回
横
浜
駅
伝
が
、
鶴
見
川

河
畔
樽
町
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
場
チ
ー
ム
は
過
去

最
多
の
６
６
３
チ
ー
ム
（
完
走
６
５
９
）
会
場
に
は
応
援
も

含
め
５
０
０
０
名
も
の
人
々
が
集
ま
り
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の

距
離
を
７
人
で
繋
ぎ
、
日
本
中
Ｇ
Ｗ
の
最
中
、
職
場
チ
ー
ム
、

走
友
会
チ
ー
ム
あ
り
で
ま
た
ア
フ
タ
ー
駅
伝
も
お
目
当
て
と

あ
っ
て
大
変
な
盛
り
上
が
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
ー
金
山
家

Ａ
（
２
時
間
22
分
55

秒
）
、
女
子
ー
多
摩

川
ク
ラ
ブ
雅
、
混
合
ー

Ａ
Ｃ
・
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま

し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
、

役
員
と
も
月
例
関
係

者
が
多
数
お
見
受
け

致
し
ま
し
た
。

成
功
裡
に
終
わ
り

ま
し
た
が
、
一
挙
に

多
数
の
チ
ー
ム
で
コ
ー

ス
溢
れ
る
な
ど
の
課

題
も
残
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
権
利
と
し
て
推
進

施
策
を
実
行
す
る
の
は
、
国
と
地

方
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
と
明
記

し
、
そ
れ
と
の
関
連
で
ス
ポ
ー
ツ

団
体
の
役
割
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。
（
目
的
）
第

一
条
で
、
こ
の
法
律
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、

並
び
に
国
並
び
地
方
公
共
団
体
の

責
務
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
努

力
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
・
・
・

（
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
努
力
）
第
五

条
で
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
、
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
及
び
競
技
水
準
の
向
上

に
果
た
す
べ
き
重
要
な
役
割
に
鑑

み
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
ス

ポ
ー
ツ
を
行
う
者
の
保
護
、
心
身

の
健
康
の
保
持
増
進
及
び
安
全
の

確
保
に
配
慮
し
つ
つ
、
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
に
主
体
的
に
取
り
組
む
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
２
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
た
め
の
事
業
を
適
正
に
行
う
た

め
、
そ
の
運
営
の
透
明
性
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
業
活

動
に
関
し
自
ら
遵
守
す
べ
き
規
準

を
作
成
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。
３
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い

て
、
迅
速
か
つ
適
正
な
解
決
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
「
定
義
」
と
し
て
、
特

定
の
団
体
を
表
記
せ
ず
、
第
二
条

の
基
本
理
念
な
か
で
「
ス
ポ
ー
ツ

団
体
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の

事
業
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的

と
す
る
団
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
」

と
注
釈
と
し
て
表
記
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
自
主
性
と
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
自
治
の
尊
重
に
つ
い
て
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
「
責
務
」

に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
自

立
し
た
関
係
に
あ
る
こ
と
が
認

識
さ
れ
「
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
努

力
」
と
表
記
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

自
治
を
尊
重
す
る
と
同
時
に
、

２
，
３
項
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
自

ら
の
運
営
能
力
を
高
め
る
努
力

を
表
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
役
割
、

努
力
の
方
向
が
示
さ
れ
た
こ
と

で
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
「
定
義
」

が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
は
な

く
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の

事
業
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目

的
と
す
る
団
体
」
第
五
条
の
役

割
で
努
力
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

団
体
が
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
基

づ
い
て
承
認
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

団
体
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
き
ま
し
た
。

ー
つ
づ
く
ー

連
載

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
成
立
と
課
題
（
６
）

～
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
自
主
的
役
割
と
自
治
を
尊
重

～

神
奈
川
県
連
盟
・
川
崎
市
連
盟
理
事
長

石
川

正
士

２
３
６
１

小
出

基

２
８
１
３

笹
口

武
彦

３
３
０
４

佐
藤

祐
司

３
６
９
７

村
山

恭
一

３
７
３
８

大
石

真
裕

４
２
３
３

田
村

悠
樹

４
３
１
５

稲
光

希
竜

４
４
０
９

竹
内

聡

４
７
０
１

山
内

一
晃

４
７
１
３

中
西

仁

４
７
４
１

佐
野

純
哉

４
９
４
３

山
本

武

４
９
４
９

浦
部

清
行

４
９
５
９

山
添

啓
介

４
９
６
６

田
中

次
元

４
９
６
７

小
出

涼
太

４
９
６
８

二
ノ
丸
高
広

４
９
７
０

二
ノ
丸
広
大

４
９
７
６

小
澤

拓
真

４
９
７
７

小
澤

一
彦

４
９
７
８

増
澤

正
美

４
９
８
２

河
東
田

敦

４
９
８
９

福
井

五
郎

５
０
１
５

白
石

久
毅

５
０
１
８

末
広

矩
行

１
１
６
３

山
本

愛

１
６
４
６

佐
藤
多
加
子

１
６
５
５

小
澤

さ
ら

（
敬
称
略
）

１
４
０

沢
尻

廣
美

１
１
８
０

三
ツ
沢

博

(

４
月
）

７
２
５

倉
形

健
一

１
１
２
８

萩
原

明

２
２
６
０

中
村

智
宏

１
１
７
１

高
尾

敏
幸

３
１
９
５

澤
田

尚
史

１
６
９

坂
口
ゆ
か
り

９
５

村
山

訓

４
２
６
８

菊
池

幹
太

１
３
５
６

菊
池

琴
子

１
３
８
２

森

綾
乃

３
４

青
木

清

１
４
５

國
府
方

進

１
０
３
５

島
田

繁

２
７
８
７

廣
瀬

正
和

３
３
５
５

松
原

良
太

３
５
７
９

権
守

起
資

３
５
８
０

権
守

泰
一

３
６
９
６

里
見

明
洋

４
１
１
９

坪
井

涼

４
２
７
２

稲
垣

歩
夢

４
４
６
９

小
林

謙
二

４
５
７
４

佐
々
木
穂
高

４
５
７
６

佐
々
木
健
司

４
５
７
７

南

政
澄

４
５
７
９

上
野

剛
嗣

４
５
８
０

松
原

昴

４
５
９
０

高
麗

勇

４
５
９
１

折
坂

進
也

４
５
９
２

森
本

真
司

４
６
０
６

城
間

渉

第
４
３
５
回
月
例
表
彰
者

◇

２
０
０
回
連
続
出
場
賞

４/30 第24回横浜駅伝大会
663チームで開催される。

鶴見川河畔（綱島）樽町公園グランドスタート・中継・ゴール

◇
４
回
連
続
出
場
賞

◇

５
０
回
連
続
出
場
賞

◇

２
５
回
連
続
出
場
賞

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

◇

９
回
連
続
出
場
賞

◇

６
５
回
連
続
出
場
賞

◇
１
０
０
回
連
続
出
場
賞

◇

３
５
回
連
続
出
場
賞

①
暑
さ
に
な
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

熱
中
症
に
か
か
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
月
例
川
崎
で
は
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
温
度
が
31

度
と
な
っ
た
ら
、
す
べ
て
の
種
目
を
中
止

と
し
ま
す
。
ま
た
25
度
に
な
っ
た
ら
10
㌔

は
５
㌔
に
短
縮
し
ま
す
。

②
毎
回
月
例

参
加
者
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
早
い

段
階
で
３
ｋ
ｍ
を
２
回
に
分
け
て
実
施
し
、

ゴ
ー
ル
の
混
乱
を
回
避
す
る
予
定
で
お
り

ま
す
。
（
重
複
出
場
は
出
来
ま
せ
ん
）
そ

の
節
は
参
加
者
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
③

ス
ポ
ー
ツ
連
盟
で

は
「
フ
ェ
ア
ー
プ
レ
イ
精
神
」
を
高
揚
し

よ
う
と
訴
え
て
い
ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
の
思

い
や
り
と
マ
ナ
ー
を
大
事
に
し
よ
う
と
訴

え
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
我
々
の
専
用
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
協
力
・
ご
配
慮
を
！

実
行
委
員
会
よ
り

スタート前から思い思いの手作り衣装でパフォー
マンスを披露する「品走レディース」の皆さん
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馬
券
売
り
場
か
ら
ス
タ
ン
ド
に
戻

る
と
、
手
に
し
た
予
想
紙
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
上
に
敷
き
腰
を
下
ろ
し
た
。

怒
声
と
絶
叫
、
そ
れ
は
た
め
息
混
じ

り
の
ざ
わ
め
き
と
変
わ
り
、
怒
涛
の

よ
う
に
響
い
た
歓
声
が
引
き
潮
の
よ

う
に
引
い
た
。
正
面
ゲ
ー
ト
の
横
の

隅
っ
こ
の
壁
に
寄
り
か
か
り
な
が
ら

紙
コ
ッ
プ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
の
ん
で
い

る
と
ゾ
ロ
目
の
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
が
や
っ

て
き
た
。
よ
れ
よ
れ
の
ス
ー
ツ
に
髭

面
、
頬
が
瘦
け
、
眼
窩
は
落
ち
く
ぼ

み
、
別
人
の
相
、
顔
に
刻
ま
れ
た

は
年
齢
不
相
応
に
深
か
っ
た
。
将
来

を
嘱
望
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
・
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
だ
っ
た
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
は
、
子
ど

も
を
交
通
事
故
で
失
い
、
妻
と
そ
れ

が
原
因
で
離
婚
し
て
か
ら
は
腑
抜
け

に
な
っ
た
。
身
を
粉
に
し
て
働
き
愛

妻
と
と
も
に
幸
せ
の
絶
頂
期
で
の
暗

転
、
坂
道
を
転
げ
落
ち
る
よ
う
に
零

落
ち
し
て
い
っ
た
。
「
俺
は
こ
の
一

年
、
何
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
身

も
心
も
干
上
が
っ
ち
ゃ
っ
て
も
う
や
っ

て
い
け
な
い
。
競
馬
で
勝
負
し
て
み

た
が
、
し
ょ
せ
ん
悪
あ
が
き
に
す
ぎ

な
か
っ
た
」
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
の
笑
み
が

ど
こ
か
淋
し
い
。
「
わ
た
し
た
ち
が

裏
切
ら
れ
る
の
は
、
わ
た
し
た
ち
が

注
意
を
払
わ
な
く
な
っ
た
と
き
だ
」

レ
テ
ィ
モ
シ
ー
・
フ
ィ
ン
ド
リ
ー

（
完
）

第
４
３
４
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

①

チ
ー
ム
”k

a
j
a
c

”

１
５
５
２

金
子

愛
さ
ん
。
今
日

は
一
人
で
の
参
加
で
す
が
、
チ
ー
ム
は
１

０
０
人
位
い
ま
す
。
毎
週
土
曜
日
午
前
９

時
半
～
11
時
半
ま
で
等
々
力
ア
リ
ー
ナ
で

練
習
し
て
い
ま
す
。
参
加
は
自
由
な
の
で

是
非
一
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

②
ト
リ
オ
５
９
７
山
本
真
次
君
、
２

１
２
７
星
野

遼
君

中
央
１
６
５
４
星

野
光
汰
君

つ
い
最
近
５
０
０
０
ｍ
（
ト

ラ
ッ
ク
）
で
14
分
11
秒
の
記
録
を
出
し
ま

し
た
。

写
真
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

月
例
エ
ッ
セ
ー

『
マ
リ
ー
に
伝
え
て
く
れ
』

１
３
４

森

泰
之

【
小
沢
民
主
党
元
代
表
に
無
罪
判
決
】

無
罪
と
は

言
え
ど
晴
れ
な
い

霧
と
闇

う
や
む
や

【
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選

現
職
敗
れ
る
】

サ
ル
（
去
る
）
コ
ジ
の

後
は
俺
し
か

オ
ラ
ン
ド
な

変
革
求
め

【
ム
ン
ク
の
「
叫
び
」
競
売
で
史
上
最
高
値
で
落
札
】

あ
ん
ま
り
の

高
値
に
ム
ン
ク

絶
叫
し

九
十
六
億
円

【
放
鳥
の
朱
鷺

自
然
界
で
の
ヒ
ナ
誕
生
】

久
し
振
り

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

朱
鷺
の
ヒ
ナ

三
十
六
年
振
り

【
福
島
「
三
春
の
滝
桜
」
い
つ
も
通
り
満
開
】

な
に
く
わ
ぬ

顔
で
今
年
も

滝
桜

震
災
あ
ろ
う
と
も

（
１
９
５
９

下
山

孝
雄
）

①

②

③⑤

４
月
、
新
入
職
員
の
歓
迎
会
は
職
場

で
は
恒
例
に
な
っ
て
い
る
。

会
費
制
だ
が
当
事
者
は
も
ち
ろ
ん
会
費

な
し
で
あ
る
。
が
さ
つ
な
男
達
ば
か
り
の

職
場
で
親
し
い
仲
間
と
居
酒
屋
で
呑
む
と

き
、
コ
ッ
プ
一
杯
し
か
呑
め
な
い
奴
も
、

大
食
い
で
底
な
し
の
呑
兵
衛
な
奴
で
も
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
割
り
勘
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
我
々
の
常
識
を
く
つ
が
え

す
よ
う
な
呑
み
方
を
す
る
人
達
が
い
た
。

い
つ
も
の
居
酒
屋
で
賑
や
か
に
呑
ん
で

い
た
と
き
、
と
な
り
の
席
で
同
じ
職
場
の

人
達
（
貯
金
課
）
が
４
人
で
呑
ん
で
い
た
。

先
に
来
て
呑
ん
で
い
た
ら
し
く
、
20
分

も
し
た
ら
呑
み
代
の
勘
定
を
し
て
い
た
。

「
わ
た
し
は
、
大
瓶
１
本
と
焼
き
鳥
５
本

だ
か
ら
８
５
０
円
で
す
ね
」
「
お
れ
は
、

「
チ
ュ
ー
ハ
イ
２
杯
に
刺
身
盛
り
で
１
２

０
０
円
だ
ね
」
な
ん
と
各
々
が
腹
の
な
か

に
流
し
こ
ん
だ
分
の
金
額
を
差
し
出
し
て

い
た
。
さ
す
が
金
銭
を
あ
つ
か
う
職
場
だ

け
あ
っ
て
や
る
こ
と
が
細
か
い
。
お
ま
け

に
自
分
た
ち
の
残
り
物
を
も
っ
た
い
な
い

か
ら
と
、
我
々
の
席
に
置
い
て
い
っ
た
。

女
房
の
女
友
達
で
大
の
韓
国
フ
ア
ン
が

い
る
。
最
初
は
冬
ソ
ナ
に
は
ま
り
、
年
に

２
～
３
回
、
韓
国
旅
行
を
し
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
ド
ラ
マ
の
撮
影
が
行
わ
れ
た

場
所
を
め
ぐ
る
観
光
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

私
た
ち
も
一
度
、
彼
女
と
一
緒
に
韓
国

ド
ラ
マ
、
オ
ー
ル
イ
ン
（
イ
ビ
ョ
ン
ホ
ン

主
演
）
の
ロ
ケ
地
で
あ
る
済
州
島
に
い
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。

韓
国
語
も
勉
強
中
で
観
光
客
相
手
の
店

員
さ
ん
に
「
ア
ニ
ハ
セ
ヨ
ー
」
「
コ
マ
ス

ミ
ダ
ー
」
な
ど
声
を
か
け
て
楽
し
ん
で
い

た
。
ま
た
彼
女
に
さ
そ
わ
れ
て
東
京
の
新

大
久
保
に
も
行
っ
た
。
韓
国
の
街
と
い
っ

て
よ
い
ほ
ど
多
く
の
飲
食
店
や
装
飾
店

（
民
族
衣
装
）
が
立
ち
並
び
、
ど
の
店
も

韓
流
フ
ア
ン
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

３
人
で
韓
国
料
理
を
味
わ
う
た
め
、
彼

女
の
す
す
め
る
お
店
に
は
い
っ
た
。

昼
食
だ
が
私
は
食
前
酒
に
マ
ッ
コ
リ
を

呑
ん
だ
。
一
杯
で
は
も
の
た
り
な
く
３
杯

も
の
ん
だ
。
料
理
も
お
ま
か
せ
の
コ
ー
ス

で
あ
っ
た
。
旅
の
思
い
で
話
し
を
し
な
が

ら
楽
し
く
飲
み
食
い
し
た
。
そ
し
て
お
勘

定
の
と
き
、
て
っ
き
り
割
り
勘
と
思
っ
て

い
た
ら
「
呑
兵
衛
の
常
識
」
（
下
段
へ
）

月
例
エ
ッ
セ
ー

『
親
し
い
仲
で
も
割
り
勘

そ
れ
と
も
個
別
』

１
６
２

山
下

覚

『
快
汗
駄
句
駄
句
』
河
原
六
茶
（
俳
号
）

む

ち

ゃ

③
月
例
初
参
加
５
１
７
９
Ｗ
Ｂ
Ａ

世
界
ミ
ド
ル
級
・
元
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

竹
原
慎
二
さ
ん
。
普
段
は
５
ｋ
ｍ
走

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

④

１
６
４
１
太
田
彩
来
ち
ゃ

サ

ナ

ん
（
４
歳
）
４
６
１
２
和
然
君
（
５

カ
ズ
ナ
リ

年
生
）
１
７
１
８
お
母
さ
ん

ち
は

る
さ
ん
。
中
原
区
に
住
ん
で
い
ま
す
。

３
ｋ
ｍ
を
15
分
以
内
で
走
る
の
が
目

標
で
し
た
が
、
今
日
14
分
59
秒
で
走

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
う
れ
し
い

で
す
。
普
段
は
等
々
力
公
園
で
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
週
３
～
４
回
練
習
し
て
い

ま
す
。

⑤

コ
ン
ビ
３
８
４
８
鈴
木

丈
士
君
（
小
４
）
４
３
３
６
加
藤
耕
大
君

ジ
ョ
ウ
ジ

コ
ウ
ダ
イ

（
同
）

近
所
の
下
丸
子
か
ら
参
加
し
て

い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
大
好
き
！
少
年
で
す
。

が
拒
否
さ
れ
、
一
瞬
し
ら
け
た
気
分
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

（
完
）

④

①
バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
、
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
前

右
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管
理

で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

②

連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・50
・

65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・250
・300
回
が

あ
り
ま
す
。
15
回
は
Ｎ
Ｏ
刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・

100
回
で
は
賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー

又
は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

ま
た
百
回
・
二
百
回
連
続
賞
は
、
月
例

チ
ケ
ッ
ト
。
順
に
（
６
ケ
月
分
）
（
一

年
分
）
の
選
択
制
（
ど
ち
ら
も
事
前
申

し
出
制
）
連
続
賞
は
三
百
回
ま
で
連
続

三
百
回
達
成
者
は
月
例
名
誉
会
員
と
な

り
ま
す
。

③
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義
：
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号
０
０
２
６
ー
４
ー
３
３
１
０
０

「
い
ま
は
山
中
い
ま
は
浜
い
ま
は
鉄
橋

渡
る
ぞ
と
思
う
間
も
な
く
ト
ン
ネ
ル
の

闇
を
通
っ
て
広
野
原
」
は
唱
歌
「
汽
車
」

（
作
詞
者
不
詳

大
和
田
愛
羅
作
曲
）

の
歌
詞
で
あ
る
。
広
野
原
と
は
福
島
県

の
双
葉
郡
広
野
町
を
さ
す
と
の
説
も
あ

る
そ
う
だ
。
福
島
の
皆
さ
ん
を
励
ま
そ

う
と
合
唱
と
管
弦
楽
の
演
奏
会
が
あ
っ

て
聞
き
に
行
っ
た
。
他
に
福
島
県
ゆ
か

り
の
「
牧
場
の
朝
」
や
仙
台
青
葉
城
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
荒
城
の
月
」
が
歌

わ
れ
ジ
ー
ン
と
来
る
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
原
曲
を
今
回
の
合
唱
向
け

に
編
曲
し
た
の
は
芸
大
現
役
の
学
生
西

本
龍
太
朗
氏
と
あ
っ
た
。
そ
し
て
Ｔ
Ｖ

で
た
ま
た
ま
同
じ
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旧
３
チ
ャ

ン
で
お
見
受
け
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

好
青
年
で
あ
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
も
芸
術
も
人
を
励
ま
し
元

気
づ
け
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
社
会
は

き
っ
と
良
い
方
に
向
か
う
で
あ
ろ
う
。

今
日
の
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
は
一
過
性

の
も
の
で
は
な
く
、
困
難
な
時
代
の
も

と
、
直
向
き
な
生
へ
の
探
求
に
他
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

編
集
後
記


